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きめ細かな福祉を実現

　
近
隣
住
区
の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
一
号

と
し
て
発
足
し
た
、
西
小
倉
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
竹
原
清
司
会
長
）
。
地
域
の
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
高
齢
者

給
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
元
住
民
組
織
と
共
催

の
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
、
き
め
細
か
な
福
祉
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
、
発
足
後
一
年
半

を
経
過
し
た
今
日
、
約
三
千
四
百
人
の
会
員

が
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

で
共
に
生
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
、
着
実

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を

　
３
学
区
社
協
で

　
実
情
に
応
じ
活
動

　
西
小
倉
地
区
社
協
は
、
昭
和
六

十
年
四
月
十
日
に
発
足
。
自
治
心
一
、

町
内
会
、
体
振
、
青
少
協
、
婦
人

心
一
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
芦
む
必
、

障
害
（
児
）
者
団
体
、
母
子
会
な

ど
の
住
民
組
織
と
、
民
生
児
童
萎

員
、
保
護
司
、
人
権
擁
護
委
員
や

ト
手
料
理
を
味
わ
い
楽
し
く
’
交
流
（
１
０
月
１
６
日
、
会
食
会
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
福
祉
活
動
の
経

験
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

員
は
合
わ
せ
て
約
三
千
四
百
人
。

西
小
倉
・
北
小
倉
・
南
小
倉
の
三

学
区
ご
と
に
社
協
（
学
区
社
協
）

夕
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
委
員

が
地
区
社
協
に
結
集
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
社
協
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
家
族
や
近
隣
、
友
人
だ
ち
と

触
れ
合
い
な
が
ら
暮
β
し
て
行
き

た
い
と
い
う
。
人
間
と
し
て
当
然

の
願
い
を
等
し
ぐ
実
現
出
来
る
よ

う
、
小
地
域
を
単
位
に
組
織
化
。

西
小
倉
が
そ
の
第
一
号
で
す
。

　
好
評
の
会
食
会

　
エ
央
を
凝
ら
し
接
待

　
十
月
土
八
日
の
午
後
、
西
小
倉

集
会
所
で
開
か
れ
た
「
ひ
と
り
暮

β
し
老
人
会
食
と
懇
談
の
集
い
」

に
は
、
五
十
人
の
お
年
寄
ぴ
が
参

加
。
心
尽
く
し
の
昼
食
を
味
わ
い

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
小
豆

の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
赤
飯
、
五
色

な
ま
す
、
三
底
豆
を
豚
肉
で
巻
い

た
八
幡
巻
、
五
目
ひ
じ
き
、
ホ
ウ
レ

ン
草
と
５
す
ら
卵
の
す
ま
し
汁
、

そ
し
て
旬
の
味
覚
梨
の
六
品
で
す
。

お
年
寄
り
の
た
め
に
栄
養
価
や
カ

ロ
リ
ー
、
季
節
感
を
考
え
合
わ
せ

ｊ
ｊ
Ｊ

た
献
立
を
、
地
区
社
協
の
会
食
、

配
食
部
会
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
と
地
元

の
民
生
児
章
萎
員
が
協
力
し
、
心

を
込
め
て
調
理
。
半
月
形
の
容
器

に
彩
り
良
ぐ
盛
昨
分
け
ら
元
だ
料

理
に
お
年
寄
り
た
ち
は
、
は
し
の

運
び
も
軽
く
、
手
料
理
の
お
い
し

さ
と
大
勢
で
食
べ
る
楽
し
さ
奮
四

喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
会
食

会
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
春

と
秋
の
二
回
、
市
内
各
地
域
で
開

い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
月
１
回
を
定
例
化

　
ま
た
、
西
小
倉
地
区
社
協
で
も

独
自
に
会
食
・
配
食
部
会
を
設
置
。

十
月
か
ら
月
一
回
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老
人

に
合
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
提
供
し
、
老
人
の
食
生

活
全
体
の
注
意
を
啄
起
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
、
近
所
付
立
□
が
な

か
っ
た
り
、
外
出
の
機
会
が
少

な
い
老
人
に
、
食
事
を
通
し
て
地

域
の
人
々
と
交
流
を
図
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
西
小
倉
地
区
社
協
で
は
、
い
ざ

と
い
う
時
に
頼
り
合
う
こ
と
の
出

来
る
地
域
社
会
つ
く
り
を
目
指
し
、

今
後
も
身
近
な
活
動
を
続
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
一
日
か
ら
「
全
国
青

少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　
近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
、

増
加
率
は
鈍
化
し
て
い
る
も
の

の
、
非
行
の
低
年
齢
化
・
一
般

化
や
「
い
じ
の
」

に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
深
刻
さ

を
増
し
て
来
て

い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う

青
少
年
が
た
く

ま
ト
ご
生
き
る

力
か
培
う
こ
と

が
出
来
る
ぷ
つ
、

市
民
一
人
ひ
と

ぴ
が
青
少
年
に

目
を
向
け
、
健

全
育
成
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
青

全国青少年健全育成強調月間

　
日
、
各
地
域
青
少
年
健
全
育

　
成
協
議
会
が
各
地
区
で
行
い

　
ま
す
。

▼
第
５
回
宇
治
市
「
中
学
生
の

　
主
張
」
大
会
・
：
Ｈ
月
８
日
由
、

　
午
後
１
時
半
～
４
時
半
、
文

　
　
　
　
　
　
　
化
会
館
大
水

｢中学生の主張｣大会

11月８日文化会館で

１
ル
で
。
「
社

会
の
た
め
、

私
の
や
ひ
た

い
こ
と
」
「
中

学
生
と
し
て

訴
え
た
い
こ

と
」
「
い
ま
家

庭
・
学
校
生

活
で
考
え
る

こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
、
市

内
の
中
学
校

代
表
の
1
8
人

の
生
徒
が
発

表
し
ま
す
。

少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
の
期

間
中
。
関
係
団
体
と
協
力
し
て

　
「
中
学
生
の
主
張
」
大
会
を
は

じ
め
次
の
行
事
か
仔
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
示
ｙ
。

▼
啓
発
活
動
・
：
Ｈ
月
１
日
～
８

西小倉→市役所太陽

が丘　直通路線

バス

▼
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇

　
治
運
動
＝
1
1
月
3
0
日
㈲
、
午

　
前
９
時
～
Ｈ
時
半
．
府
立
宇

　
治
公
園
（
塔
の
島
）
と
市
内

　
各
所
で
行
い
毒
７
．

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

▲昨年の「中学生の主張｣大会毎日４往復運行

651

　
会
食
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る

お
年
寄
り
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
る
人
に
、
感
想
や
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
手
料
理

　
　
心
待
ち
し
て

藤
田
し
な
．
゛
（
小
倉
町
蓮
池
）

　
一
人
で
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、

食
事
や
健
康
状
態
に
は
十
分
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
偏
食
を
し
な
い

様
に
毎
食
自
分
で
作
っ
て
い
毒
了

が
、
人
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
お

料
理
は
、
ま
た
格
別
で
す
。
社
協

の
会
食
会
や
喜
老
合
一
の
昼
食
会
、

老
人
ホ
ー
ム
で
の
交
流
会
な
芦
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

様
な
場
で
は
、
初
対
面
の
人
と
も

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
、
お
蔭
様
で

広
い
範
囲
で
お
友
だ
ち
も
出
来
ま

し
た
。
お
い
し
い
お
料
理
と
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
べ
毎
回
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
と
の
交
流

　
今
後
の
課
題
に

西
海
久
代
″
゛
（
小
倉
町
場
池
）

　
　
’
Ｊ

　
　
一
一

一
匹
・

‥
‥ …

…
八

｛

八
り

　
。
。
…
…
…
…
…
…
刈
…
…
…
｀
¨
｀
゛
’
・
・
゜

　
現
在
は
配
食
部
必
｝
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
は
、
今
圧
〈
月
に
テ
ス

ト
ケ
ー
ス
と
し
て
開
始
。
初
回
か

ら
「
お
い
し
か
っ
た
」
「
量
が
多

い
・
少
な
い
」
「
回
数
聚
増
や
し

て
欲
し
い
」
な
ど
、
お
年
寄
り
の

手
ご
た
え
も
十
分
あ
り
、
調
理
・

配
達
〈
Ｂ
せ
て
三
十
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
次
回
へ
意
欲
か
燃
や
し

て
い
ま
す
。
十
月
か
ら
は
、
毎
月

一
回
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
配
達

時
に
お
年
寄
り
と
の
交
流
も
図
っ

て
行
旅
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
、
私
た
ち
自
身
が
楽
し
く
活

動
出
来
、
勉
強
に
も
な
る
場
と
し

て
西
小
倉
地
区
社
協
を
み
ん
な
で

育
て
て
行
参
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
で
得
る

　
精
神
的
な
充
実
感

　
前
田
邦
子
さ
ん
（
小
倉
町
南
浦
）

　
現
在
、
三
学
区
社
梁
Ｂ
せ
て

百
六
十
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
が

い
て
、
そ
の
大
半
が
主
婦
で
す
。
一

回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
名
竹
ラ
た
め

に
は
、
前
日
か
ら
の
材
料
購
入
や

下
準
備
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
手
間

や
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
呼
び

掛
け
る
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
心
良

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
行
事
が
重
な
れ
ば
体
は
疲
れ
ま

す
が
、
同
じ
気
持
の
人
た
ち
の
集

ま
り
で
す
か
ら
精
神
的
に
は
楽
し

く
充
実
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

″
ア
活
動
は
、
自
分
の
牛
活
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
、
無
理
せ
ず
出
来

る
範
囲
で
協
力
す
る
の
が
長
続
き

さ
せ
る
コ
ツ
で
し
ょ
ラ
ね
。
今
後

も
地
道
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を

広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西小倉地区社会福祉協議会

私
た
ち
の
地
区
社
協
で
す

本日より運行
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1
9
世
紀
前
半

’
同
時
発
生
的
に
誕
生

　
宇
治
製
法
の
煎
（
せ
ん
）
茶
が

考
案
さ
れ
て
約
一
世
紀
の
後
、

緑
茶
の
名
品
「
玉
露
」
が
誕
生
。

そ
の
創
作
に
つ
い
て
は
天
保
六

年
（
一
八
三
五
）
、
小
倉
村
の
木

工
口
左
衛
門
家
の
ほ
（
て
ん
）
茶

工
場
で
、
江
戸
の
茶
商
山
本
嘉

兵
衛
翁
が
偶
然
に
作
り
出
し
た

と
い
ゑ
匹
承
が
有
名
で
あ
る
。

　
徳
翁
が
手
で
礁
茶
の
乾
燥
を

試
み
た
ら
、
柔
ら
か
な
覆
下
茶

の
蒸
葉
が
丸
く
固
ま
り
、
玉
の

ぷ
フ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も

う
抹
茶
の
用
は
足
さ
な
い
の
で
、

玉
露
の
誕
生

城
か
ら
近
江
南
部
の
村
々
へ
と

拡
大
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
が
先
か
後
か
は
と
に

か
く
、
今
、
小
倉
公
民
館
の
前

庭
に
は
「
玉
露
茶
発
祥
之
？

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
９
日
㈲
、
午
前

８
時
4
0
分
に
国
鉄
宇
治
駅
前
に
集

合
（
雨
天
の
握
ほ
1
6
日
間
に
順

延
）
▼
コ
ー
ス
・
：
国
鉄
宇
治
駅
↓

奈
艮
駅
↓
若
草
山
↓
鶯
滝
（
う
ぐ

い
す
だ
き
）
↓
春
日
大
社
（
解
散
）

の
約
1
2
＊
ｄ
▼
準
備
品
・
・
・
弁
当
、
水

筒
、
雨
具
な
ど
▼
交
通
費
・
・
・
各
自

で
負
担
▼
間
監
Ｓ
せ
・
・
・
木
村
長

次
さ
ん
（
容
⑤
3
6
3
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
｝
｀

　
弓
道
大
会

　
▼
と
き
・
・
百
月
９
日
㈲
、
午
前

９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
陸
上
自
衛
隊
関

西
地
区
補
給
処
▼
参
加
資
格
…
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。
ま
た

は
市
弓
漠
営
器
員
▼
種
目
・
・
・
近

的
競
技
の
個
人
戦
（
女
子
の
部
、
男

子
初
級
・
上
級
の
部
）
▼
参
加
費
・
：

社
会
人
四
百
円
、
学
生
・
牛
徒
二

百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

が
建
て
ら
れ
、
そ
の
改
良
に
努

力
し
た
焙
炉
（
ほ
い
ろ
）
師
江
口

茂
十
郎
の
記
念
碑
と
共
に
、
天

下
の
名
品
「
玉
露
」
誕
生
の
足

ど
り
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

▲小倉の玉露発祥碑

…
西
垣
内
靖
さ
ん
（
豊
＠
0
2
2

7
）
へ
。
当
日
、
受
け
付
け
可
。

　
市
民
綱
引
き
大
会

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
3
0
日
㈲
、
午
前

８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
中
学
校

体
育
館
▼
対
象
・
チ
ー
ム
編
成
・
・
・

満
1
6
歳
以
上
（
Ｈ
月
3
0
日
現
在
）
の

市
民
で
編
成
さ
れ
た
男
子
チ
ー
ム
。

監
督
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
Ｌ
人
、

港
百
入
、
交
代
選
手
２
人
の
合

計
1
2
人
（
監
督
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が
出
来

未
了
）
。
選
手
―
人
の
合
計
体
重
が

5
6
0
‘
Ｅ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
▼

参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
・
・
・
Ｈ
月
2
0
日
困
ま
で
に
、

申
し
込
み
用
紙
（
市
民
体
育
課
に

あ
り
毒
了
）
を
市
民
体
育
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
▼
抽
選
会
・
・
・
1
1

月
2
6
日
唄
午
後
７
時
半
か
ら
中

央
公
民
館
会
議
察
で
▼
優
勝
チ
ー

ム
は
、
府
民
ト
リ
ム
の
集
い
（
３

月
2
1
日
心
）
の

綱
引
き
の
部
に

本
市
代
表
と
し

て
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
天
体
写
真
展

　
夜
空
に
輝
ぐ
満
天
の
星
く
ず
。

神
秘
的
な
光
の
光
景
に
、
思
わ

ず
感
動
し
た
経
験
は
、
誰
に
で

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
写
真
を
通

し
て
の
宇
宙
へ
の
旅
戦
お
楽

に
み
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
2
日
南
～
1
6

日
０
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
’
・
・
中
央
公

民
館
展
示
男
壁
▼
内
容
・
・
・
○

太
陽
と
月
（
日
食
と
月
食
）
Ｏ
星

と
星
座
（
神
話
と
星
の
フ
こ

タ
ジ
ー
）
○
手
軽
な
天
体
四
宣

鏡
の
作
り
方
○
ス
ラ
イ
ド
ー
ビ

公民館活動講座の日程表

デ
オ
コ
ー
ナ
ー
Ｏ
図
書
コ
ー
ナ

ー
（
中
央
図
書
館
内
）
▼
問
い
合

わ
せ
…
中
央
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
公
民
館
活
動
講
座

　
今
日
、
人
口
が
高
齢
化
し
、
そ

れ
に
伴
ラ
生
涯
教
育
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
る
よ
ｙ
つ
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
そ
の

よ
シ
茫
窪
教
育
時
代
に
対
応

す
る
公
民
館
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
学
習
会
で
す
。
公
民

館
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
社
会
教
育

団
体
の
会
員
だ
け
で
な
ぐ
、
一

般
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
、

日　時
－
T ―マ

内　　容 講　師

11/12因

午後1時半

　～4時半

生涯教育時代に対応する

杜会教育の在り方につい

て。

急激な社会変化や高齢化

杜会に対応するための社

会教育の重要性と、その

進め方について。

大阪大学教授
元木　健さん

11/19(*)

午前10時

　　～正午

生涯教育時代の、公民館

と公民館サークルの在り

方について。

公民館とカルチャーセン

ターについて。

社会教育関係団体として

の公民館サークルのCtり

方について。

京都教育大学教授

栗田　修さん

11/25(火

午前10時

　　～正午

地城に根ざしたサークル

活動を進めるために。

身近な生活課題の解決と、

生活に潤いをもたらし仲

間づくりを進めるための

サークル活動について。

宇治市公民館運営
審議会委貝

長野俊雄さん

12/8(月

午前10時

　～正午

これからの公民館とサー

クル活動の在り方につい

て。
問題提起と討議

(助言者)

宇治市公民館運

営審議会委貝

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
上
表
の

と
お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民

館
▼
申
し
込
み
・
：
1
1
月
８
Ｅ
出

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
電
話
か

来
館
で
▼
保
育
…
２
歳
以
上
の

幼
場
お
や
つ
代
二
百
円
か
必

要
。
ご
希
望
の
人
は
受
講
申
し

込
み
時
に
併
せ
て
▼
主
催
…
各

公
民
館
、
同
サ
ー
ク
ル
連
絡
協

議
会
連
合
食

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
版
画
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
1
8
日
Ｓ
'
2
5

日
脚
（
２
回
連
続
）
。
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
公
民
館
第
１
会
議
室
▼
内

容
・
：
年
賀
状
制
作
▼
講
師
・
：
宇

治
公
民
館
版
画
サ
ー
ク
ル
会
員

▼
定
員
・
・
・
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
・
・
二
百
円
（
木
版
実
費
）

▼
準
僣
叩
：
彫
刻
刀
、
バ
レ
ン
、

水
彩
画
用
具
、
図
案
▼
申
し
込

み
：
官
月
８
日
出
ま
で
に
宇
治

公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
▼
主

催
・
：
宇
治
公
民
館
版
画
サ
ー
ク

ル
、
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
。

　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

　
’
と
ら
ご
ろ
う
’
の
公
演

　
宇
治
公
民
館
の
人
形
劇
サ
ー

ク
ル
ど
ら
ご
る
丿
が
、
十
周

年
記
念
公
演
を
開
催
。
入
場
は

無
料
で
す
。
ご
来
場
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
6
日
㈲
、
正

午
開
場
、
午
後
１
時
開
演
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
３
階
大
会

議
室
▼
内
容
・
：
○
パ
ネ
ル
展
示

＝
と
ら
ご
ろ
う
の
歩
み
○
出
し

物
・
・
・
木
竜
う
る
し
、
こ
ぷ
と
り

じ
い
岑
へ
も
ち
も
ち
の
木
、
ひ

と
つ
が
ふ
た
つ
、
歌
な
ど
▼
友

情
出
演
・
・
・
小
倉
賓
も
人
形
劇

団
、
北
み
そ
の
子
戸
石
人
形
劇

サ
ー
ク
ル
「
赤
い
ふ
う
せ
ん
」
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
～
勤
労
感
謝
の
日
に
つ
い
て
～

　
十
一
月
二
十
三
日
は
、
勤
労

感
謝
の
日
。
そ
の
由
来
や
意
義

を
学
び
、
妬
汐
が
暮
ら
し
の

中
で
果
た
す
役
割
り
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
1
7
日
囲
、
午

前
９
時
半
驀
扮
け
。
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
対
象
…
市
内
に
在
住
、

ま
た
は
在
勤
の
人
▼
講
師
・
：
京

都
新
聞
社
編
集
局
委
員
▼
申
し

込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
第
２
・
３
部
を
開
催

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
（
笙
ハ

回
）
は
、
木
幡
公
民
館
サ
ー
ク

ル
や
団
体
、
ま
た
地
域
で
学
習
・

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
々

が
、
一

相
互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の

も
の
で
す
。
第
一
部
（
十
月
開

催
）
に
続
き
、
第
二
・
三
部
を

開
孝
零
ｙ
。
多
数
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
模
擬
店
も
あ
り
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館

▼
主
催
・
・
・
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

実
行
委
員
会
、
木
幡
公
民
館
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

木幡公民館まつりの日程表

日　時 内　　　　容

第

２

部

11／9 (H)

午前lO時～

　午後4時

●つどい（太極挙、詩吟．新舞踊、

　謡曲4映画.コーラス、パネル

　シアター、空手、体操）

●クラフト（ミニハット、紙けん

　工､ふしぎな六角形）…つどい終

　了後

ll/9(日)

午前11時～
　午後2時

●模擬店

第

３

部

　11／15(±)
　　旧口）

午前９時～

　午後４時

●作品展示（絵画､.陶芸、ちぎり

　絵、パッチワーク、染め物、木

　工、書道、俳句、俳画、その他

　の手工芸品、学習活動発表など）

　n/剛口）
午前ｎ時～
　午後2時

●模擬店

652

太
陽
が
丘
へ
集
合
～
つ

大
会
念
署
上
げ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

　
▽
午
前
９
時
（
膝
下
競
技
場
）

▽
宇
治
川
先
陣
太
鼓
、
宇
治
音
頭
。

　
【
記
念
式
典
】

　
▽
午
前
９
時
半
（
陸
上
競
技
場
）

▽
大
会
宣
言
、
会
期
決
定
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
外
。

　
【
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
】

　
▽
午
前
o
時
（
陸
上
競
技
場
）

▽
陸
上
競
技
場
↓
市
璧
琲
↓
太
陽

が
丘
入
口
の
約
３
Ｉ
▽
当
日
受
け

付
け
可
（
午
前
８
時
半
Ｉ
９
時
に
、

陸
上
競
技
場
第
４
コ
ー
ナ
ー
の
川

封
ス
タ
ー
ト
地
点
で
）
。

　
【
駅
伝
競
走
大
会
】

　
▽
午
前
1
0
時
半
（
球
技
場
Ａ
）

▽
体
振
の
部
、
一
般
男
子
・
女
子
の

部
。
太
陽
が
丘
園
内
コ
ー
ス
５
区

間
（
６
・
３
Ｊ
～
８
・
８
Ｊ
）
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
国
体
局
）

公民館のお知らせ

宇
治
市
史
の
窓

市
民
体
育
館
の
お

知
ら
せ

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
Ｔ
Ｖ
　
毎
週
月
曜
日
　
午
後
5
時
4
0
分

　11月２日(日)午前9時～

太陽が丘(陸上競技場・球技場A)

京都国体

会期決定記念

はばたく京都のス

ポーツ推進大会

テ
レ
ビ
市
政
だ
よ
り

中
央
公
民
館

宇
治
公
民
館

木
幡
公
民
館

広
野
公
民
館

中央会場
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保育所の入所申請
12月９日から受け付け

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
保
育
所
入

所
申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
要
領

で
行
い
未
了
。

　
〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
堡
八
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
・
母
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
で
保
育
が
出
来
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
。

　
〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
十
一
月
十
日
側
以

降
に
各
保
育
所
（
園
）
ま
た
は
、

福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡
し
し

ま
す
。
申
請
に
は
、
母
親
の
在
職

証
明
書
な
ど
保
育
出
来
な
い
旨
の

証
明
書
が
必
要
で
す
。
早
め
に
用

意
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

　
〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

　
下
表
の
日
程
刄
四
い
未
Ｋ

卜
園
庭
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
（
１
０
月
2
4
日
、
北
小
倉
保
育
所
で
）

　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　
　
の
服
用

　
十
一
月
四
日
㈹
か
ら
、
ポ
リ
オ

　
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。
日
時
・

会
場
な
μ
ほ
、
六
十
一
年
度
「
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
ぴ
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
、
・
保
健

予
防
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
中
年
か
ら
の
健
康
教
室

　
　
　
　
　
　
（
栄
養
編
）

　
保
健
予
防
課
で
は
、
正
し
い
食

牛
活
に
つ
い
て
教
室
を
開
孝
ま
す
。

　
な
お
、
や
ひ
を
得
な
い
事
情
で

指
定
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
出
来

な
い
人
は
、
十
二
月
二
十
七
日
出

の
正
午
ま
で
、
保
育
課
で
受
け
付

け
ま
す
。

〈
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〉

昭
和
六
十
二
年
度
も
引
き
続
い

て
入
所
を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所

申
請
書
と
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
な
ど
夕
千
二
月
八
日
側
か
ら

十
三
日
出
ま
で
に
、
現
在
入
所
中

の
保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育
も

　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
乳

児
に
つ
い
て
も
、
保
育
の
申
し
込

み
が
出
来
ま
す
。
産
休
明
け
保
育

を
実
施
し
て
い
る
保
育
所
（
園
）

は
、
北
木
幡
・
善
法
・
宇
治
・
横

島
・
北
小
倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大

久
保
保
育
所
と
、
な
か
よ
し
・
明

星
・
あ
さ
ひ
・
く
り
く
ま
保
育
園

保育所入所申請の集中受付日程表

の
十
一
ヵ
所
（
園
）
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
す

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
希
望
ｆ
ｙ
る
人

は
、
一
月
二
十
九
日
困
、
三
十
日
宙
、

二
月
二
日
側
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
に
、
保
育
課
へ
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
育
課
）
。

月日 受付場所 対象保育所（園）

12/9(≪
のぼり保育ia北木幡保育所、のir')保育園、木幡保育所

明M保育園、なかよし保育IS

伊勢田保育園
伊勢田保育ia,南浦保育園. 西小倉保育所
北小倉保育所

n/咄
同胞保育園 同胞保青園.くりくま保育園､大久保保育所

いずみ保育園いずみ保fr園、横島保育所

12/ll閑

広野保育所
Giff保育所、ひいらぎ保育園
小倉双葉園保育所

三室戸(S育ia'三室戸保育園、あさひ保育園、宇治保育所

善法保育所 善法保育所

12/1咄福祉事務所

保　育　課
仝保育所(園）

12/19(4)

○受付時間は、いずれも午前10時～午後4時です。

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
：
1
1
月
９
７
Ｊ
日

出
＝
小
倉
公
民
館
、
１
９
一
月
４
日
出

―
木
幡
公
民
館
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時
▼
テ
ー

マ
・
内
容
…
講
義
と
簡
単
な
実
習
、

　
逗
分
追
弊
作
戦
～
調
理
の
工

夫
と
バ
ラ
ン
ス
食
と
は
～
▼
講
師

・
・
・
保
健
予
防
課
栄
養
士
▼
申
し
込

み
・
：
Ｈ
月
７
日
図
ま
で
に
、
保
健

予
防
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電

話
で
。
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
高
血
圧
教
室

　
▼
と
き
…
1
2
月
２
日
叫
と
Ｈ
日

俐
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
Ｏ
時

ボ
ー
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健

所
▼
内
容
…
「
高
血
圧
の
話
」
「
ス

ト
レ
ス
と
の
上
手
な
つ
き
合
い

広
野
町
一
里
山

　
石
坪
　
淳
美
ち
ゃ
ん

お
知
ら
せ

　
家
庭
用
は
か
り
の

　
　
　
　
無
料
検
査

　
家
庭
用
は
か
り
（
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
キ
″
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
）

の
精
度
確
認
無
料
検
査
を
行
い
ま

す
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
４
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
市
９
屏
▼
主
催
…
京
都
府
計
量

協
会
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
税
を
知
る
週
間

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
千
七
日
ま

で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

次
の
行
事
を
催
し
ま
す
。

　
〈
税
金
な
ん
で
も
相
談
室
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
Ｈ
月
1
2
日

困
上
一
チ
づ
大
久
保
店
、
1
3
日
團

方
」
「
高
血
圧
と
日
常
生
活
」
「
ラ
す

味
料
理
と
試
食
」
▼
申
し
込
み
・
・
・

宇
治
保
健
所
（
ａ
⑤
2
1
9
1
）

へ
電
話
で
。
　
（
宇
治
保
健
所
）

就
学
時
の
健
康
診
断

　
市
教
育
委
員
心
一
で
は
、
十
一
月

四
日
か
ら
就
学
時
の
健
康
診
断
を

各
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

　
来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学

す
る
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
五
土
〈
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
奔
れ
た
幼
児
で
す
。
対
象

と
な
る
子
芦
も
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
既
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遊
知
が
届
い
て
い
な
い

人
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
公
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
（
学
校
教
育
課
）

　あつみちゃんは、お風呂が大好

き。いつもお父さんと一緒に入り

ます。もうすく≒歩けるよ。

　この欄に掲載するお子さん（60

年11月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

＝
関
西
西
友
宇
眉
店
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

▼
主
催
・
：
税
務
署
、
京
都
府
。
宇

治
市
、
税
理
士
角

　
〈
み
ん
な
の
く
ら
し
と
税
金
展
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
‥
１
１
月
６
日

出
～
1
0
日
囲
、
大
丸
京
都
店
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
－
Ｓ
Ａ
Ｙ

　
秋
と
同
封
コ
ン
サ
ー
ト

　
▼
と
き
：
1
1
月
９
日
㈲
、
午
後

１
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
・
：
ワ
ー
ル
ド

民
謡
と
民
踊
、
府
立
高
校
生
に
よ

る
吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
▼
主

催
・
：
実
行
委
員
会
▼
入
場
料
…

無
料
。
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
拡
大
写
本
講
習
会

　
弱
視
の
人
の
た
め
に
、
本
・
パ

ン
フ
レ
″
ト
・
説
明
書
な
芦
生
活

に
必
要
な
も
の
を
、
拡
大
し
て
書

き
写
す
も
の
で
す
。
活
動
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
今
令
寡
集
し
て

い
季
子
。

ごぞんじですか　

　

　検察審査会

歴史資料館特別展

　よみがえる古墳文化

記念講演

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
4
日
１
'
2
1
日

出
、
2
8
日
出
の
三
日
間
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
≪
C
M
時
～
４
時
▼
と

こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼
指
導
…

点
友
会
、
尾
崎
あ
や
子
ポ
λ
▼
費

用
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
百
月
８

日
出
ま
で
に
、
詫
福
祉
協
議
会

　
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
花
と
緑
の

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
8
6
京
都
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
中
部
会
場
）
か
行
っ
て
い

康
ｙ
。

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
３
日
ま
で
、
午

前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

丹
波
自
然
運
動
公
園
▼
内
容
・
：
展

示
、
花
市
、
人
形
劇
な
ぺ

　
　
　
　
　
（
京
都
府
国
体
局
）

　
向
上
訓
練

　
　
受
講
者
を
募
集

　
京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は

　
交
通
事
故
や
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察

官
が
加
害
者
か
裁
判
に
か
け
て
ぐ

れ
な
い
Ｉ
ど
シ
漁
‐
一
得
出
来
な
い
、

こ
の
よ
ラ
な
人
の
た
め
に
、
検
察

審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
検
察
審
査

会
は
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し

な
か
っ
た
こ
と
の
善
し
悪
し
を
審

査
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
審
査
員
の
選
び
方

　
各
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

11月15日(土)午後２時

文化センター小ホール(入場無料)

｢古代王権と宇治の文化｣

　　京都大学上田　正昭教授

｢南山城の古墳｣

　　市教育委員会　社会教育課主事

左
表
の
と
お
り
向
上
訓
練
講
習
心
一

を
開
き
ま
す
。

　
問
監
Ｂ
ｔ
、
申
し
込
み
は
京

都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助

課
（
ａ
０
７
５
㈲
7
3
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

向上訓練講習会の日程・内容表

講　習　名 期　　間 時間 受講料締め切り 定貝

NC旋盤作業の講習 11/10～14
牛
前午
詩

咀

分

1,000円11/7 10人

アーク溶接JI S検定準備訓練 11/13,14 1,000円11／7 10人
マイクロコンピュータアセンブリ言語I 11/17.19.21

11/26 28 12/1
2,500円11/10 14人

シーケンスコントローラU/U. 12 2,000円11/7 10人

シルクスクリーン技法 12／4.5 2.000円U/27 10人
高圧竃気工事a術者試験準偏講習(学科) 11/26,28，

12/1 3 5 8 -9B
2,000円U/19 20人

は
、
選
挙
人
名
簿
に
葺
つ
き
、
く

じ
で
検
察
審
査
員
の
候
補
者
か
選

び
ま
す
。
次
に
検
察
審
査
会
事
務

局
が
、
再
び
く
じ
で
十
一
人
の
検

察
審
査
員
か
戻
め
毒
司

　
検
察
審
査
員
は
、
法
律
の
専
門

知
識
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
が
、
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
必
一
）

　弥生時代の代表的な祭器

である銅鐸は､全国で約350

個発見されています。初期

には音を聞く祭器でしたが、

後期には見て祭る祭器にな

りました｡左の銅鐸は､昭和

37年に八幡市で掘り出され

ました｡(山城郷土資料館蔵)

　
と
つ
曹
ん
ち
｀
う
し
１
ろ
う
か
く
け
き
た
す
Ｉ
も
ん
ど
ぅ
た
く

ト
突
線
紐
式
六
区
画
袈
裟
掃
文
銅
鐸
（
複
製
）

市民

秋の見学会

歴史探訪の集い

　
宇
治
市
読
書
ク
ラ
ブ
協
議
心
一

で
は
、
歴
史
探
訪
の
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
１
Ｃ
Ｖ
ｌ
日
困
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
▼
行
声
死

…
安
土
城
跡
付
近
▼
講
師
・
：
若

原
英
弐
さ
ん
▼
参
加
費
…
三
千

五
百
円
（
昼
食
代
牽
含
む
）
▼

申
し
込
み
・
問
ｋ
Ｂ
ｔ
…
1
1

月
６
日
ま
で
に
前
川
桂
子
さ
ん

（
き
a
3
4
5
8
）
、
小
畑
み
ち

よ
さ
ん
（
酋
⑩
8
5
3
8
）
、
井

上
吉
子
さ
ん
（
ａ
⑩
7
5
1
7
）
、

　
1
1
月
1
8
日
か
ら

　
　
　
　
３
ヵ
所
で

　
今
年
四
月
か
ら
年
金
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。
ど
の
年
金
制

度
に
も
加
入
し
て
い
な
い
人
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
人
。
自
分
の
年
金
に
疑
問

や
不
安
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
お

越
し
Ｉ
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談

所
で
は
保
険
料
の
徴
収
も
行
い

12月21日まで(月曜・祝日は休館)

午前９時～午後５時

入場料　大人200円　小中生60円

　　　　(20人以上は団体割引あり)

歴史資料館(折居台１丁目a20－1311)

桜
井
綾
子
ポ
ん
（
豊
⑩
2
8
8

4
）
の
い
ず
れ
か
へ
。
集
合
場

所
は
、
申
し
込
み
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
中
央
図
書
館
）

　
あ
つ
ま
れ
／

　
　
お
は
な
し
広
場

　
読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
、
そ

よ
か
ぜ
号
が
街
角
に
お
は
な
し

会
を
運
び
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
‥
Ｈ
月
７

日
面
＝
木
幡
公
民
館
前
駐
車
場
。

Ｈ
月
1
9
日
出
＝
緑
ヶ
原
蔭
田
緑

地
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後

２
時
と
３
時
。
（
1
9
日
の
み
雨

天
中
止
）
ｙ
対
象
・
：
幼
児
、
小

学
校
低
学
年
▼
参
加
料
…
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
…
中
央
図
書
館

　
（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

ま
す
。

　
▼
Ｈ
-
｡
０
０
日
ｇ
=
木
幡
公
民

館
▼
‥
‥
‥
月
1
9
日
困
＝
（
匯
）
ニ
チ

イ
大
久
保
店
▼
Ｈ
月
2
0
日
㈹
＝

太
陽
神
戸
銀
行
宇
治
支
店
。
時

間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
1
0
時
～

正
午
と
午
後
１
時
～
４
時
（
太

陽
神
戸
銀
行
宇
治
支
店
の
み
午

後
３
時
ま
で
）
。
（
保
険
年
金
課
）

　
１
１
月
の
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
Ｈ
月
1
4

日
出
―
小
倉
公
民
館
、
1
1
月
2
8

日
出
＝
広
野
公
民
館
、
。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

653

保
険
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
所
を
開
設



十
三
重
石
塔
四
建
立
七
百
年
祭

　
　
　
　
　
1
1
月
3
0
日
に
記
念
行
事

　
府
立
宇
治
公
園
塔
の
島
に
十
三

重
石
塔
が
建
立
さ
れ
今
年
で
七
百

年
歌
登
八
ま
し
た
。

　
こ
の
十
三
重
石
塔
は
、
弘
安
九

年
（
一
二
八
六
）
奈
良
西
大
寺
の

叡
尊
律
師
が
、
宇
治
橋
の
再
建
と

殺
生
禁
断
の
た
め
に
建
て
身
ハ
だ

も
の
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

ト
宇
治
川
の
清
流
の
中
に
建
つ
十
三
重
石
塔

険の利川のしかたなど。お気軽にご相談く

ださい。相談は無料､‘秘密は厳守、
'‘'･･1

年ｌ

社会福祉協議会の法律（定貝lO人）･

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、：

行政・人権・r費生活・精神薄弱者相談

の日程は, 61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか。市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（a⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時～16時に総合福祉会館2 階

の老人福祉センター（a⑩5652)で。

定
さ
れ
て
い
未
了
。

　
建
立
七
百
年
を
記
念
し
、
塔
の

島
一
帯
で
午
前
十
時
か
ら
、
多
く

の
催
し
が
行
わ
れ
未
了
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
塔
納
品
の
特
別
公
開

・
2
9
・
3
0
日
橋
寺
で

▽
法
要
…
午
前
1
1
時
か
ら
十
三
重

　
石
塔
前
（
西
大
寺
長
老
導
師
、

　
職
衆
参
列
、
献
茶
）
で
。

▽
放
失
Ｔ
午
前
1
1
時
4
5
分
か
ら

　
十
三
重
石
塔
本
流
側
（
供
養
鯉

　
一
口
5
0
0
円
）
で
。

▽
稚
児
行
列
…
午
前
1
0
時
1
5
分
か

　
ら
橋
寺
～
暫
訳
了
塔
の
島
～

　
橋
寺
で
。
参
加
料
三
千
円
。

▽
塔
納
品
特
別
公
開
・
・
・
2
9
・
3
0
日

　
の
午
前
1
0
時
丿
午
後
４
時
ま
で

　
経
本
・
経
典
・
五
輪
の
塔
な
ど

　
を
橋
寺
で
。

▽
大
茶
盛
・
茶
そ
ば
席
…
午
前
1
0

　
時
～
午
後
４
時
ま
で
塔
の
島
で
。

▽
前
売
券
・
：
千
五
百
円
（
茶
券
・

　
塔
納
品
特
別
公
開
拝
観
券
・
そ

　
ば
券
）
。
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

　
ー
、
宇
治
市
観
光
案
内
所
、
宇

　
治
商
工
会
議
所
、
橋
寺
放
生
院

マ
主
催
…
宇
治
塔
の
島
十
三
重
石

　
塔
建
立
七
百
年
記
念
祭
実
行
委

　
員
心
一

▽
お
問
い
合
わ
せ
は
、
橋
寺
放
生

　
院
（
萱
⑩
2
6
6
2
）
へ
。
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）　　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、束裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）･11/3　　19　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　　久保）　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　西大久保府営住宅（21～32棟）

六地蔵・木僣・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

1　　22　福角(国鉄以東)、折攻(府返以東)、半野、一番割、二番割、＝番割一部
4　　25　西浦(国鉄以東)、三番割、芝ノ東(府道両側)、南端(国鉄以東)
5　　26　芝ノ東(府道以東)、広岡合、南山(Ａ)、中村(さつきヶ丘)
6　　27　南山(B)、金草原

　　　　　安田町（全域）
　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

4　　20　開　　町（国道筋）
　　　　　広野町（成田．新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派
　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

7　　28　南山畑、北山畑、大瀬戸(国鉄以東)、中村(国鉄以東)、東中(国鉄以東)、北畠一部
8　　29　北畠、桧尾、平尾、須留

10　12/1　花揃、赤塚、陣之内(国鉄a.東)、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中(国鉄以東)、町並一部

11　12/2　北御蔵山(平尾)、中mm山、町並、奈良町、畑町、炭山全域
　　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、河原、徳永．Hiノ木町、
12　12/3　北島、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

　　　　　　宇　　冶（半白）　　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）5　　21羽拍子町（国道筋）
　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

13　12/4　内畑、西巾　巾村(国鉄以西)、大海戸C国鉄以西)、壇ノ東、西浦、熊小路，南端(国鉄以西)
14　12/5　大林．梅林、芝ノ東(国Sk以西)、西浦一部
17　　　　　寺界道、古川、西田．北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
18　　　　　mm一部、新開、半野府筥住宅、折坂一部

　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

6　　22 道筋以南の西浦）
　　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　　西大久保府営住宅(33～43棟）

19　　　　　fs円(国鉄以西)、日皆田、岡本．上村、大八木品、笠取
20　　　　車田一部、半町、一里塚、戸ノ内(棋局飛地)
?1　　　　　車田、丸山、出口(国鉄以西)、森本(岡鉄以西)．谷下り(国鉄以西)

ゝ

　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、示銀前から南示信前

7　　24　　　　　　までの市道筋以北の西浦）　　＝
　　　　　伊熱田町（南遊田）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

4　　25　田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

　　　　　椛島町（全域）
8　　25　小倉町（近鉄以東の新田島）

　　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
5　　26寺山(翠光園団地)

　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部．丸山、一里山(府道以南．市道以東)、中島、
6　　27石塚(心華寺通.り以西)

　　　　　　木　　幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ
10　　26　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

　　　　　　　　　　畑、国鉄以東の正中・東中）'
7　　28　咀畏、一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東)、宮北一部
8　　29　小根尾、大開一部、尖山一部、宮西、宮北、宮東(城m荘本通り以西)

　　　　　　六地蔵（全域）　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中．内畑、大瀬戸、西浦、
11　　27 ?祭吊宍山畑｀南山｀南端｀国鉄以西ｏ正中

　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

　　　　　　宮東城m荘本通り以東)、野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)、琵琶、
10　12/1　若森(国鉄以南)、矢落(国鉄以南)

11　12/2　下居、le法,壱番、妙楽、牢文京　田尻（国鉄以南),応川
12　12/3　蓮華、乙方、東内、又振．山田、紅斎、白川、金升戸、山本．斑m、田甲、大垣内、炒見、志限川

　　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、
13　12/4　池山、谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)

　　　　　　木　　幡（熊小路）
　　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川
　　　　　　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添．大林、梅林、西

12　　28 浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番
　　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）
　　　　　　菟　　道（平町） 脊

　鶏

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増ittがあっ

たり転出転居、浄化槽設置な
どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務
所へ届け出てください。

　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

　　　22　南遊田、遊田．砂田、南山．ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、
１　　　　　中ノ田、名木、浮面、安田町全域

　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田．一里塚、

　　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）

13　　3　明星町（全域）
　　　　　　志津川（全域）
　　　　　　羽戸山１～４丁目　　　　　　宇　　治（山本．乙方、東内、又振、山田）

4　　25　中山(近鉄以東)ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑．春日森ヽ―ノ坪ヽ昼前ヽ　　　　　大町、大川原．中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)

5　　26　中山(近鉄以西)、毛語、若林
6　　27　羽拍子町
7　　28　蛇塚、弐番(府道以北)、池森、米阪

　　　　　北山A- B ･C ･ D団地、中央台、西山(国道以西)、
8　　29神楽田(山中含む)

　　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽．蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法．東山、下居、琵琶．野神．弐番、

14　12/1
天神台１竺晋十沓阪｀矢落｀若森｀国鉄以鮒）天神）

　　　　　　白　　川（全域）　　　　　　折居台（全域）

　　　２　　戸ノ内ヽ矢落(国鉄以北)ヽ若森(国鉄以北)ヽ里尻(国鉄以北)ヽ10　1 /1 小桜、南堀池(田中、大和一部西２号通り以北)
11　12/2　東目川、西目川、南落合(0～3の通りまで)
12　12/3　南落合(4の通り以降～13の通りまで)
13　12/4　南浦(100～110、84～98、30～33).大只団地、山際一鄙

　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　南陵HI （全域）
　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

17　12/2　神　　明（全域）
　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）
　　　　　琵琶台（全域）
　　　　　広野町（小根尾一部）

14　12/5　南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡貫、
15　　　　郡、石橋(大川原線以東)
17　　　　老ノ木、久保、西山(国道以東)、寺内一鄙、蓮池

　　　　　　東山、天王、蔭山、吹前、中川原(大川原線PJ.東)、18　　　　十一(大川原線以東、国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)

19　　　　寺内、西浦

　　　　　開　　町(国廼筋を除く全域ﾀ
18　12/3　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

　　　　　西大久保府営住宅（1～20棟）

20　　　　南堀池(本通り以北)、帛iS池(本通りJil帛)
21　　　　　雨堀池(大和)、mm

654

　　　献血

●6

日･(粟村金属工業〈株〉i時半～15I1.'f半)、

　12日(宇治高等が修学佼lO時～正午と13時

　～15時半)、20日(コピア〈株〉関西工場10

　時～正午と宇治黄璧病院13時半～15時半)。

　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●11日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着)｡その他､毎週月曜日(午

　前９時～10時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(21日、市民会館l3時-16時)。

●京都府I交通事故相談(

5

日,

19日、京都府

　宇治地方振興局S⑤2049、9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

　額の算定、訴訟や調定のしかた。自賠it保

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
1
月
分
）

1 1 月 の 燃 え な い ゴ ミ ・ し 尿 収 集 日 程 表
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動
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書
館
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